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親子で学ぶ                                                       　　　第４４号
複雑怪奇な否定の姿！


　「否定」も最後になります。否定のいろいろな姿をご紹介いたします。会話にも役立つ表現もあります。また最後に、大切な表現をひとまとめにしておきますので、「ま～、いろいろあるんですね」と思って下されば結構です。覚えて下さればなお結構なことです。
(1)超便利な not！
 ① 文（従属節）の代わり
  次の対話文を見て下さい。
 (a) A: Will it rain tomorrow ?  （明日雨が降るでしょうか）　
     B: I hope not.              （降らないと思います）
　Ｂの台詞にある not は何のことでしょうか。実はこれは、I hope it will not rain
tomorrow.のことです。 会話ですから相手の台詞を繰り返すのは時間の無駄であり、不経済です。そのために、必要十分な内容、つまり「肯定か否定か」だけを表すのです。
  次の例はどうでしょうか。
 (b) A: Will it be fine tomorrow ?    （明日晴れるでしょうか）
     B: I'm afraid not.                （晴れないと思う）
  この場合も同様に、I am afraid it will not be fine tomorrow. のことです。
  参考：「思う」を英語では、think と言います。これは中立的な英語。「良いこと」を思うのは、
        hope を使います。「良くないこと」を思うのは、be afraid, または fear を使います。
 ②文修飾副詞と共に
  次の対話文に見られるように、「文修飾副詞」と共に用いられることもあります。
 (c) A: Do you mind my smoking here ?　（ここでたばこを吸ってもいいですか）
    B: Certainly[ｻｰﾄﾝﾘｨ] not.                    （もちろんいいですよ）
  これは、I certainly do not mind your smoking here. のことです。certainly は「確かに、確実に」の意味。Aを直訳すれば、「あなたは私がここでたばこを吸うことを嫌に思いますか」となります。mind は「嫌に思う」の意味です。入試では要注意です。
 (d) A: Will he come ?  B: Perhaps[ﾊﾟﾊｯﾌﾟｽ] not. （=Perhaps he will not come.)
　　（彼は来るだろうか。たぶんダメだろう。）
(2)どこを否定しているの！？  （主節に not. でも実際は...）
  次の文の意味を考えてみましょう。
 (e) I don't think (that) it is true. 
       主　節      　 従属節
   単純には「それが真実だと私は思わない」となります。しかしこの文には次の英文の意味もあることを理解しておく必要があります。
 (f) I think (that) it is not true. （それは真実ではないと思う）
　主節の動詞が否定されていても、従属節を否定していることもある、ということです。  参考：この理由として次のようなことが言われています。
　　　　「(f)のほうが断定的な響きを与えやすく、(e)のほうが柔らかく響くということがあるため、
　　　　一般的には(e)の方が好まれる」 　
  注意：hope, fear は従属節の否定語を主節に入れることはできません。
　　　　次の２つの英文の意味は全く異なります。
        ① I hope she will not come.  　（彼女が来ないといいな）
        ② I don't hope she will come.   （彼女が来るとは思われないな）
(3)「決して～ない」の表現
  強い否定「決して～ない」を表す表現についてまとめておきましょう。
　① never
  ② far from～
  ③ anything but～
  ④ the last 名詞 to ～
     例）Tom is the last man to tell a lie.  （トムは決してうそをつかない人だ）
  ⑤ not ～ at all
     例）Tom does not know me at all.     （トムは私のことを全く知らない）
     注意：Not at all. の形で、「どういたしまして」の意味もありますね。
            他に You are welcome. や Don't mention[ﾒﾝｼｮﾝ] it. などがあります。
  ⑥ not ～in the least
     例）I cannot understand you in the least.　（君のことが全く理解できない）
     参考：least は little（ほとんど～ない）-less-least と変化する最上級。　
(4)否定の作用域（応用）
 ◎否定語が何を否定するか、というのは大変重要な問題です。基本的には近くの語を否定していると考えて構いません。次の文を比較してみましょう。
 (g) I don't like him because he is unkind.
 (g)' I don't like him because he is kind.
  (g)は次のように区切って理解します。I don't like him / because he is unkind.
      （彼が好きではないのは、不親切だからだ）
　(g)'は次のように理解します。　I don't / like him because he is kind.
                             （～ではない / 彼が親切だから好きだ）
　　　　　　　　　　　→（私は彼が親切だからといって好きだというわけではない）
 (h)Don't despise[ﾃﾞｨｽﾊﾟｲｽﾞ] a man because he is poor.  (despise:軽蔑する)
これは  →　Don't / despise a man because he is poor.　と区切ります。
（貧しいからといって軽蔑してはいけない）
  否定語がどの部分に及んでいるかという問題を「否定の作用域」といいます。
●「否定」はまだまだ奥深い面があります。いずれまた登場するつもりです。
 紙上：カルチャースクール
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